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序	

	

	 鹿児島大学共同獣医学部附属越境性動物疾病制御研究(TAD)センターは、設立

5年目を迎えました。国立大学改革強化推進事業で設置された高度封じ込め実験

施設（ABSL3）の稼働も 3年目に入りました。鹿児島県や出水市の依頼に基づき、

ABSL3 施設を利用した高病原性鳥インフルエンザウイルスの検査も行ったとこ

ろです。	

	 昨年度は 6回目の市民公開講座を「OIE に聞くー世界における動物疾病及び獣

医学教育の動向や如何に」をテーマに開催いたしました。	

	 また、鹿児島大学が南九州地域の脅威となる感染症に対処するために設置の

準備を始めた先進的感染制御研究センターの活動への協力•連携として、大学院

医歯学総合研究科附属難治ウイルス病態研究センターや大学院理工学研究科

（一部）と連携し、第 2回のシンポジウムを開催したところです。	

	 TAD センターを構成する教員では、疾病制御研究分野の堀江真行特任助教が平

成 28 年度をもって退職されました。また、平成 29 年度からは正谷達謄特任助

教が専任の准教授に、また新任の一二三達郎助教（兼任）が加わり活動を進め

ております。	

	 今後も、海外からの侵入により国内の産業動物ならびに野生動物やヒトに甚

大な被害を及ぼしうる越境性動物疾病並びにその病原体に関する、教育・研究

機関としてさらなる発展を目指し研鑽していく所存です。	

	 その他の活動内容に関しましては、共同獣医学部のホームページ

（http://www.vet.kagoshima-u.ac.jp/kyoudouWEB/kadai/index.php）もご参照

頂ければ幸いです。	

	

平成 29 年 5 月	

	

TAD センター長	 小原	 恭子	
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1.	TAD センター組織	

	

病原体研究部門	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 高瀬	 公三	 教授（専任）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小原	 恭子	 教授（専任）	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小澤	 真	 准教授（兼任）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 正谷	 達謄	 准教授（専任）	

病態制御研究部門	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中馬	 猛久	 教授（兼任）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 松鵜	 彩	 	 准教授（専任）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 一二三達郎	 助教（兼任）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

																					 	 	 	 	 	 	 （平成 29 年 5 月 31 日）	
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2.	平成 28 年度活動成果	

ア）市民公開講座	

第6回	 鹿児島大学共同獣医学部附属越境性動物疾病制御研究（TAD）センター

市民公開講座	

	

日時：平成28年11月4日（金）	 13：30～15：30	

場所：鹿児島大学農･獣医共通棟101号室	

内容：「OIEに聞くー世界における動物疾病及び獣医学教育の動向や如何に」	 	

	 	 	 	 	 	 司会進行：TADセンター長（小原教授）	

開会挨拶	 	 学部長（宮本教授）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 5分	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

1）基調講演：「ＯＩＥの獣医学教育への提言ーより良い動物衛生のために」	

	 	 ＯＩＥ本部事務局次長補佐	 石橋	 朋子	 氏	 60分	

質疑応答	 	 10分	

	

2）「農研機構動物衛生研究部門のＯＩＥコラボレーティングセンターの活動に

ついて」	

農研機構	 動物衛生研究部門	 疾病対策部長	 吉原	 一浩氏	 20分	

質疑応答	 	 10分	

	

	

		総合討論																							 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		10分	

	

閉会挨拶	 高瀬教授	 	 	 	 	 	 	 															 	 																5 分	

	

計 120 分	 	

	

主催：鹿児島大学共同獣医学部	 附属 TAD センター	

後援：鹿児島県	鹿児島県獣医師会	宮崎大学（獣医学科）南日本新聞	
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イ）シンポジウム	

第 2回鹿児島大学感染症制御のためのシンポジウム―鹿児島大学先進的感染制

御研究センター設置に向けて―	

	

日時：平成29年1月23日（月）17:00-19:30	

会場：鹿児島大学	 鶴陵会館	 中ホール	

	

一般講演	 	

1)	抗体特異的修飾法を使った革新的抗体医薬品の創製に向けて	

伊藤	 佑二氏	

	 鹿児島大学大学院理工学研究科理学系	 教授	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

2)	HICはHTLV-1	TaxおよびHBZと相互作用する宿主蛋白質である	

草野	 秀一氏	

	 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科附属難治ウイルス病態制御研究センター	

	 准教授	 	 	 	 	

3)	重症熱性血小板減少症候群ウイルス(SFTSV)に対する抗ウイルスアッセイ系

の構築と有効な薬剤の同定	

	 	 馬場	 昌範氏	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科附属難治ウイルス病態制御研究センター	

	 教授	

	

特別講演1	 	

新規感染動物モデル•ツパイの開発	

鹿児島大学共同獣医学部附属越境性動物疾病制御研究センター	 センター長	 	 	 	 	 	

	 	 小原	 恭子	

特別講演2	 		

中国福建省でHTLV-1関連疾患を探す中日共同研究	

那	 恵琴氏	 廈門大学医学院基礎医学部病理学	 主任教授	

	

主催：大学院医歯学総合研究科附属難治ウイルス病態制御研究センター	

共催：共同獣医学部附属越境性動物疾病制御研究センター	
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ウ）野鳥の鳥インフルエンザ検査	

①	鹿児島県内野鳥のインフルエンザ検査	

1) 検査期間：平成 28 年 11 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日	
2) 検査後陽性件数：計	 ２４	 羽（ねぐらの水１）	
3) 遺伝子検査陽性羽数：計２３羽	

	

②	鹿児島大学キャンパス内における死亡野鳥の回収およびインフ

ルエンザ検査	

1) 実施期間：平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月	
2) 回収羽数：12 羽	
3) 簡易検査を実施した羽数：0羽	
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エ）教育活動報告	

① 学部講義・実習	
1) 獣医学概論B（小原恭子）	

2) 獣医微生物学I（高瀬公三）	

3) 獣医微生物学実習B（高瀬公三）	

4) 動物衛生学講義（小原恭子、松鵜	 彩）	

5) 動物衛生学実習（小澤	 真）	

6) 獣医微生物学IIB（小原恭子、高瀬公三、小澤	 真、松鵜	 彩、正谷達

謄、堀江真行）	

7) 獣医公衆衛生学（中馬猛久）	

8) 食品衛生学（中馬猛久）	

9) 獣医公衆衛生学実習（小澤	 真、正谷達謄、堀江真行）	

10) 家禽疾病学（高瀬公三）	
11) 人獣共通感染症学II（中馬猛久）	
12) 環境衛生学（中馬猛久）	

13) 家畜疾病概論*（高瀬公三、正谷達謄）	
14) 日本特別科学事情（堀江真行）	
15) 専攻演習（高瀬公三、小原恭子、中馬猛久、小澤	 真、松鵜	 彩、正谷

達謄、堀江真行）	

16) 生物統計学（中馬猛久）	
17) 大学と地域「産業動物のアニマルウェルフェア」（共通教育科目）（高瀬

公三）	

18) 大学と地域「畜産業における防疫の課題」（共通教育科目）（松鵜	 彩）	
19) 食品加工実習（松鵜	 彩）	

20) 動物の病気「動物に感染するウイルス（共通教育科目）（小澤	 真）	
*農学部講義	
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オ）研究活動報告	

①	 出水平野に飛来したツルの糞便からの病原体検索および死亡

ツルの死因調査（髙瀨公三）	

渡り鳥であるツルの保護活動を目的とした出水市からの受託研究活動とし

て、「出水平野に飛来したツルの糞便からの病原体検索および死亡ツルの死因

調査」を毎年実施している。平成 28 年度は、平成 28 年 11 月から平成 29 年 2

月の間に、飛来したツルの新鮮糞便を、毎月１回当たり 108 検体、合計４回で

432 検体を採取した（ナベヅルおよびマナヅルの区別は行っていない）。これら

の検体から鳥インフルエンザウイルスを発育鶏卵接種法（２代継代）により分

離を試みた。その結果、いずれの検体からもウイルスは分離されなかった。	

一方、サルモネラをラパポート・バシリアディス培地による増菌後 DHL 寒天

培地で分離を試みたところ、合計 20 検体（4.6％）から 20 株のサルモネラが

分離された。血清型別の結果、O４型が 15 株、O13 型が 1 株、型別不明が 4株

であった。さらに、平成 28 年度に出水平野で死亡したツルの内、鳥インフル

エンザウイルスの感染が否定された個体の死因調査として、ナベヅル 28 羽、

マナヅル 7 羽、合計 35 羽を解剖した。その結果、死因は骨折、肝炎、腸炎、

寄生虫感染など様々であった。なお、一部の事例では死因を特定できなかった。	

	

②	鶏品種間の高病原性鳥インフルエンザウイルス感受性比較（松鵜	

彩）	

異なる 4 品種の鶏に 2 種類の H5N8 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス

を接種し、その感受性を比較した。その結果、一部の品種が高い生存性と生存

期間の延長を示し、高病原性鳥インフルエンザウイルスに対して抵抗性である

ことを明らかにした。抵抗性の鶏の中には無症状であるにも関わらず明らかな

ウイルスの排泄を伴う個体も存在したことから、これらの鶏はウイルスによる

生体ダメージを防御するための耐性機構が存在する可能性が疑われた。	

	

③	口蹄疫ウイルスの翻訳開始機構についての研究（小原恭子）	

口蹄疫ウイルス（Foot-and	mouth	disease	virus,	FMDV）はプラス１本鎖RNA

をゲノムとして持ち、ピコルナウイルス科に分類される。RNAゲノムには非翻

訳領域があり、Internal	Ribosomal	Entry	Site（IRES）をリボゾームが認識

して翻訳を開始する。FMDV-IRESの翻訳活性を、ヒト、イヌ、ウシ、豚等の各
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種動物由来細胞で比較したが、FMDVの感染域との相関はなかった。そこで、

siRNA等の設計に容易なヒト由来の細胞HEK293細胞を用いてFMDV-IRES発現細

胞を４０クローン樹立した。今後FMDV-IRES活性の阻害剤の探索等に使用する

予定である。	

	

④	狂犬病に関する研究（正谷達謄）	

狂犬病ウイルスは自然免疫を強力に抑制することで効率よく細胞内で増殖

し、中枢神経機能を障害することで宿主を死に至らしめると考えられている。

しかしその自然免疫抑制メカニズムは不明な点が多い。近年、細胞が自然免疫

システムを発動させる上で重要な「細胞質内でウイルス感染を認識する場」と

して、ストレス顆粒（SG）が注目されている。我々は狂犬病ウイルス弱毒株

（Ni-CE株）感染細胞ではSGが形成され、自然免疫応答が発動するのに対し、

強毒株（西ヶ原株）感染細胞ではSGがほとんど形成されず、自然免疫応答も起

こらないことを見いだした。現在、本現象にかかるウイルス側責任遺伝子の同

定を試みるとともに、SG回避メカニズムの分子基盤解明に向けた研究を実施し

ている。	

	

⑤	奄美大島における野良猫の感染症に関する研究（松鵜	 彩）	

動物血清中の抗 Toxoplasma	gondii 抗体価測定のために、新たに Gaussia	

luciferase	immunoprecipitation	system	(GLIP)法を開発し、2013 年から継続

して採取してきた奄美大島の野良猫・ノネコの約 1,300 検体を用いた血清疫学

調査を実施した。その結果奄美大島における野良猫・ノネコの T.	gondii感染

率は本土の飼育猫に比べて高い傾向にあり、特に野生動物が多く生息する地域

での感染率が著しく高いことを明らかにした。	

	

⑥	ツパイ感染動物モデルの開発（小原恭子）	

高病原性鳥インフルエンザウイルスや肝炎ウイルスの小動物ツパイでの感

染動物モデルを作成した。ツパイのゲノム解析を行い、遺伝子解析や抗体作成

（130種以上）を通じて感染応答の解析系を作成した。また、自然免疫の反応

を解析するため、TLR等の遺伝子定量系を作成した。ウイルスの慢性感染によ

るインターフェロンβ産生抑制機構を明らかにした。また、ツパイ細胞にデン

グウイルスが感染する事も明らかにして報告した。	
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⑦	原虫病に関する研究	 （正谷達謄）	

1) マダニ媒介性原虫であるバベシア、タイレリア及びヘパトゾーン属を広

く検出可能なNested-PCR系を確立した。本系を用いて、鹿児島県全域を対象と

してマダニを捕獲し、原虫遺伝子の検出を実施した。その結果、本県のマダニ

から種々の原虫遺伝子が検出され、その中には中国など他のアジア地域で報告

のある野生動物由来バベシア・タイレリアのものが認められた。	

2) トキソプラズマのシスト形成に関わるスイッチ遺伝子の同定を目的と

し、これまでに同定したブラディゾイト期シスエレメント配列（Bz-cis）と予

測される6塩基の共通配列に結合するタンパク質の網羅的解析を、酵母ワンハ

イブリッド法をはじめとする分子生物学的手法によって行っている。	

	

⑧	牛のウイルス感染症に関する研究（正谷達謄）	

1) アカバネウイルス生後感染株や近縁のブニヤウイルス株を動物衛生研

究所より入手しており、現在、これらウイルスの遺伝子組み換え系を確立する

目的で、ゲノム全長解読およびクローニングを行っている.	

2) 牛RSウイルスの浸潤状況の調査にあたり、本学産業動物内科学研究室と

協力して牛の肺胞洗浄液中のウイルス遺伝子検出を行っている。	

	

⑨	 ムカラバ国立公園（ガボン）のゴリラにおけるアデノウイル

ス感染の疫学に関する研究（堀江真行、小澤	 真、正谷達謄、松鵜	

彩、小原恭子）	

ムカラバ国立公園（ガボン）での野生の西部低地ゴリラに感染するアデノウ

イルスやボカウイルスの遺伝的な変異や進化的な歴史を明らかにするため、疫

学的な研究を行った。野生の西部低地ゴリラやヒト（多くはゴリラーのハンタ

ー）の糞を採集し、PCR で解析を行った。ゴリラと国立公園周辺に住むヒト双

方からアデノウイルス遺伝子を検出した。全体では、ゴリラの 24.1%が感染し、

ヒトは 35%であった。シークエンス解析から、ゴリラで検出されたものは、ヒ

トマストアデノウイルス B(HAdV-B),	HAdV-C と HAdV-E でヒトから検出された

のは、HAdV-C と HAdV-D であった。HAdV-C はゴリラとヒトで共に見つかり、系

統樹解析からゴリラで見つかったウイルスはヒトで見つかったものと遺伝的

に離れている事が明らかとなった。	
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⑩	出水平野における鳥インフルエンザのサーベイランス（小澤	 真、

松鵜	 彩、正谷達謄）	

鹿児島県出水平野の冬季における鳥インフルエンザの流行状況を明らかに

するため、衰弱または死亡ツル個体、その他の死亡野鳥個体、カモ糞便、なら

びにツルのねぐらの水を検体として、鳥インフルエンザウイルスの分離を試み

た。その結果、ツル個体から 24 株（いずれも H5N6 亜型）、カモ個体から 4 株

（いずれも H5N6 亜型）、カモ糞便から 6 株（H5N6 亜型 4 株、H1N1 亜型および

H3N8 亜型各 1株）、およびねぐらの水から 2株（H5N6 亜型および H3N8 亜型各 1

株）の合計 36 株の鳥インフルエンザウイルスが分離された。また、各分離ウ

イルス株の遺伝子解析の結果、H5N6 亜型全 33 株が強毒型 HA 遺伝子を有し、高

病原性株であることが示唆された。	

	

⑪	豚繁殖・呼吸障害症候群ウイルス野外株の遺伝的性状の解明（小

澤	 真、堀江真行）	

豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）ウイルスの国内流行株の遺伝的性状を明ら

かにするため、血清検体を用いた遺伝子検査とウイルス分離、ならびに分離ウ

イルス株の遺伝子解析を実施した。30 検体以上の血清検体がウイルス遺伝子陽

性を示したが、遺伝子検査の標的とされる保存性が高いとされる遺伝子領域（M

および N遺伝子）の塩基配列にも高頻度で変異が見られたことから、既存の遺

伝子検出方法では見逃されている陽性検体も存在する可能性が示唆された。こ

れまでに 6 株のウイルスが分離され、各分離株の ORF5 遺伝子の解析から、1

株が北米型 Clade	I に、残り 5株が北米型 Clade	III に分類された。	

	

⑫	国内養豚における豚インフルエンザの流行動態の解明（小澤	 真）	

国内養豚における豚インフルエンザの流行動態を明らかにするため、抗豚イ

ンフルエンザウイルス抗体保有状況の調査、ならびにウイルス分離を実施した。

全国 27 道県の 179 農場から集めた 1,598 頭分の母豚血清を用いた抗体保有状

況の調査では、27道県（100%）の174農場（97.2%）から集めた1,417検体（89.0%）

の血清が中和活性を示し、豚インフルエンザの全国的な蔓延が示唆された。ま

た、全国の養豚農場などから養豚鼻腔スワブや呼吸器組織乳剤など約 500 検体

を収集し、全国 5県 12 農場の養豚から 20 株（H1N1 亜型 11 株および H1N2 亜型

9株）の豚インフルエンザウイルスを分離した。	 	
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7) Masayuki	 Horie,	 Tatsunori	 Masatani,	 Makoto	 Ozawa 「 Basic	 biological	

characterization	of	Nyamanini	virus,	a	tick-borne	mononegavirus」第	15 回
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解析」第 159 回日本獣医学会学術集会	 2016 年 9 月	
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子「Epidemiological	study	of	adenovirus	infecting	western	lowland	gorillas	
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22) 小澤	 真、永野希織、川畑淑子、出口栄三郎「国内養豚における抗豚インフルエン

ザウイルス抗体の保有状況」第 64 回日本ウイルス学会学術集会	 2016 年 10 月	
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⑤招待講演	

1) 堀江真行「外来性ボルナウイルスと内在性ボルナウイルス様エレメントの探索」日

本遺伝学会第 88 回大会．2016 年 9 月	

2) 小原恭子「新規実験動物モデル「ツパイ」の開発」第 39 回九州実験動物研究総会	

2016 年 10 月		

3) 小原恭子「肝炎ウイルスの病原性と病態モデル」第 12 回霊長類医科学フォーラム	

2016 年 11 月	

4) 小澤	 真「養豚で問題となる RNA ウイルス感染症	～SI・PED・PRRS～」宮崎県・第

6 回若手獣医師の集い	 2016 年 5 月	

5) 小澤	 真「国内養豚における	豚インフルエンザの流行状況」グローバルピッグフ

ァーム・第 2 回養豚技術セミナー	 2016 年 8 月	

6) 小澤	 真「豚インフルエンザの特性と現状」ゾエティス社『PRDC 対策の盲点・知

られざる豚インフルエンザの脅威と改善事例』	 2016 年 9 月	

7) 小澤	 真「鹿児島県出水ツル渡来地における鳥インフルエンザの流行状況」農研機

構シンポジウム『鳥インフルエンザと野生動物』	 2016 年 9 月	

8) 小澤	 真「鳥インフルエンザ・豚インフルエンザの現状と	ウイルスに対する洗浄・

消毒の効果」中嶋製作所・合同会議勉強会	 2016 年 10 月	

9) 小澤	 真「人工知能ロボットを活用したブロイラー養鶏飼養衛生管理システム」Ｉ

ＣＴを活用した畜産生産シンポジウム	 2016 年 10 月	

	

⑥国内外共同研究活動	

1) 東京都医学総合研究所	 感染制御プロジェクト「新型インフルエンザ対策研究」	

2) 東京都医学総合研究所	 感染制御プロジェクト「デングウイルス対策研究」	

3) ブロイラー養鶏飼養衛生管理システム開発コンソーシアム	 農林水産省・革新的技

術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）「人工知能ロボットを活用し

たブロイラー養鶏飼養衛生管理システムの開発」	

4) 環境省自然環境局	 「野鳥における高病原性鳥インフルエンザに係る検査協力」	

5) 県出水市	「ツルの死亡原因調査及び糞便調査並びにねぐら等における水の病原微

生物等調査」	

6) 鹿大・産総研コンソーシアム	 農林水産省・革新的技術創造促進事業（異分野融合

共同研究）『理学・工学との連携による革新的ウイルス対策技術の開発』「ナノテ
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クノロジーとラップトップ型ＰＣＲ測定機による家禽・家畜ウイルスの正確・超高

感度・簡便検出法の開発」	

7) 糖鎖ナノバイオコンソーシアム	 農林水産省・「知」の集積と活用の場による革新
的技術創造促進事業（うち「知」の集積と活用の場による研究開発モデル事業）「糖

鎖ナノバイオテクノロジーを基盤とした家畜家禽ウイルスの迅速高感度検査法の

確立・普及とワクチン製造技術開発」	

	

⑦学生、研究員受け入れ	

大学院生（国費留学生）	 2名	

プロジェクト研究員	 2名	

	

⑧外部資金受け入れ	

1) 日本学術振興会	 科学研究費補助金	 基盤研究(C)	「犬と猫におけるインフルエン

ザウイルスおよびヘパシウイルス感染状況についての研究」（松鵜	 彩：研究代表）

160 万円	

2) 伊藤記念財団平成 28 年度研究助成「肉用鶏における高病原性鳥インフルエンザウ

イルスに対する感受性」（松鵜	 彩：研究代表）100 万円	

3) 鹿児島県家畜畜産物衛生指導協会	 受託研究	「野生獣における E 型肝炎等ウイル

ス抗体の検査」（松鵜	 彩：研究代表）50 万円	

4) 日本学術振興会	 科学研究費補助金	 若手研究(B)「トキソプラズマ潜伏感染が誘

導する抗ウイルス自然免疫応答の意義」（正谷達謄：研究代表）130 万円	

5) 帯広畜産大学	 帯広畜産大学原虫病研究センター共同研究費「トキソプラズマ潜伏

感染が誘導する抗ウイルス自然免疫応答の分子基盤の解明」（正谷達謄：研究代表）

45 万円	

6) 伊藤記念財団 28 年度研究助成「遺伝子操作技術を駆使した生後感染型アカバネウ

イルスの病原性決定基の同定と流行ウイルス予測への応用」（正谷達謄：研究代表）

100 万円	

7) 厚生労働省	 厚生労働科研費・若手育成型「国内における豚インフルエンザ流行動

態の解明」（小澤	 真：研究代表）153.9 万円	

8) 農林水産省	 革新的技術開発・緊急展開事業（うち地域戦略プロジェクト）「人工

知能ロボットを活用したブロイラー養鶏飼養衛生管理システムの開発」（小澤	

真：研究代表）618.1 万円	

9) 農林水産省	 革新的技術創造促進事業（異分野融合共同研究）『理学・工学との連



 21 

携による革新的ウイルス対策技術の開発』「ナノテクノロジーとラップトップ型Ｐ

ＣＲ測定機による家禽・家畜ウイルスの正確・超高感度・簡便検出法の開発」（小

澤	 真：分担）300 万円	

10) 農林水産省	 「知」の集積と活用の場による革新的技術創造促進事業（うち「知」

の集積と活用の場による研究開発モデル事業）「糖鎖ナノバイオテクノロジーを基

盤とした家畜家禽ウイルスの迅速高感度検査法の確立・普及とワクチン製造技術開

発」（小澤	 真：分担）100 万円	

11) 出水市	 平成 28 年度ツルの死亡原因及び糞便調査並びにねぐら等における水の病

原微生物等調査業務（高瀬公三、小澤	 真、松鵜	 彩）185.3 万円	

12) 鹿児島県自然保護課	 平成 28 年度死亡野鳥（出水市のツル類以外）の簡易検査及

び遺伝子検査業務（小澤	 真、松鵜	 彩）19.5 万円	

13) 松岡科学研究所	 奨学寄附金（小澤	 真）50 万円	

14) 東京都	 新型インフルエンザ対策特別研究「ツパイを用いたワクチン、治療ペプチ

ドの効果と作用機序の解析」（小原	 恭子：研究分担者）1500万円 

15) 東京都	 デングウイルス対策研究「ツパイデングウイルスモデルの開発」	 （小原	

恭子：研究分担者）1500万円 

16) 日本医療開発機構	 肝炎等克服実用化研究事業	 「ツパイ免疫学的解析系の確立、

感染発症評価系の改良、効率の良いHBV-ツパイ感染実験モデルの確立」（小原	 恭

子；研究分担者）1500万円	

17) 日本医療開発機構	 肝炎等克服実用化研究事業「ヒト/チンパンジー・マウスハイ

ブリッド技術を利用したＢ型肝炎ウイルス感染モデルマウスの開発；研究分担者」

350万円 

18) 日本学術振興会	 科学研究費補助金	 挑戦的萌芽研究「口蹄疫ウイルスRNAの特異

的翻訳抑制と耐病性家畜開発に向けたアプローチ」	 （小原	 恭子；研究代表者）

234万円 

	

⑨特許	

1) 「口蹄疫ウイルス IRES 発現細胞」発明者	 小原恭子	 出願人	 国立大学法人鹿児

島大学	 出願準備中	

	


